部内討議用資料

「自治大学校の経営改革～サービス向上運動」について

（基本理念）

Ⅰ　「お役所意識を払拭し、サービス向上」

自治大学校の教職員は、いわゆる「お役所」意識を捨て、サービス業であるとの認識のもと、顧客である研修生、派遣自治体、外部講師の皆さん方の立場に立って、一層のサービス向上に努めます。また、サービスの向上は限りのないものであり、常に飽くなき探求心で努力します
Ⅱ　「規則を厳守し、規律保持」

自治大学校の教職員は、教育・研修機関らしく、規則を厳守し、規律を保持し、常に節度をもって行動します
Ⅲ　「交流と絆を大切に、課外活動に積極参加」

自治大学校の教職員は、人の交流や絆を大切にし、研修生の課外活動などを積極的に支援するとともに、自らも積極的に参加し、お互いに気持ちよく過ごせるように努めます
Ⅳ　「実践活動により、率先垂範」

自治大学校の教職員は、机上で教育・研修を行うだけでなく、実践活動により身を以て範を示すことにより、教育・研修の効果を上げるよう努めます

Ⅴ　「即座に実行、スモールサクセス」
自治大学校の教職員は、毎日の小さな積み重ね、スモールサクセスを大切にし、気づいたことはすぐに実行し、日々業務の改革・改善に努めます
（具体的行動指針）

１　校内では常にネームプレートを着用します

２　電話の応対の際には、まず所属と氏名を名乗ります

３　いつも笑顔で、お互いに明るく挨拶を交わします

４　外部講師の先生方には、いつも誠意と感謝の気持ちで接します

５　研修生の相談には親身に対応し、出来るだけ前向きに処理します
６　出来ないことは、その理由を明らかにしてきちんと説明するようにします

７　入学式、卒業式、学生行事などには、業務に支障のない限り、出来るだけ全職員が参加するようにします

８　来訪者、見学者、卒業生などには、親切に、施設見学、体験聴講などの案内をします

９　常に、顧客の立場になって、自分の担当する仕事について改革・改善すべき点はないかを点検し、あればためらわずにスピード感をもって対処します
１０　サービス向上や経営改革などについて、皆で、常に、フランクに話し合い、提案をし合い、楽しみながら取り組んでいきます
（職員によるサービス向上運動の実施方法）

公務員部から地方団体へ助言していること、自治大学校の授業で研修生に外部講師や自分たちが教えていることを、自治大学校という行政組織において、実践活動として、率先垂範して、実施して見せることが求められている

しかし、職員が強制的やらされているという苦痛を訴えたり、そのために多大の労力と時間がかかり大変であるということにならないよう、職員全員が楽しみながら改革・改善に取り組んでいけるような雰囲気と仕組みを作ってから取り組むことが大切である

１　まずは、理念と具体的行動指針について、十分時間をかけて全職員による十分な議論を通じて、共有化を図る
２　その際、職制を離れた横断的なQCサークルのようなものを作って対応するのが良いか、職制の中でそれぞれの部署が対応するのが良いかを十分検討する必要

　（いずれにせよ、これを「改革・改善運動サークル」と位置づける）

３　この改革・改善運動のサークルは、今後、実際の提案運動や事柄によっては実施主体となるものである（直接業務に関する事柄は、今まで通り職制により対応するが、ボランティア活動や研修生活動への参加、連携などはサークル主体でも可能か）

４　すべての職員が、自分自身のビジョンミッションカードを作成してみる

５　すべての職員が、自分の業務を中心に、気がついたことがあれば他人の業務についても、改革・改善を要する点と改善内容を提案（半年ごと程度）
６　改革・改善の提案は、業務に関するものはそれぞれの担当所属で、ボランティア活動などに関するものは、改革・改善サークルで議論、検討の後、定例会でも検討し、結論を得る
